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§１．研究成果の概要 

 

（１）＜水素を電子源とする電子貯蔵触媒の開発＞（A）均一系電子貯蔵触媒の乾留による不均

一系水素–酸素燃料電池用電極触媒の開発、（B）電子貯蔵触媒による過酸化水素の直接合成、

（C）電子貯蔵触媒による水素と二酸化炭素とヨードメタンからの酢酸合成に関する成果を報告した。

具体的には次のとおりである。（A）水素と酸素を活性化できる均一系 NiRhS 錯体（電子貯蔵触媒）

を乾留することで不均一系 NiRhS 化合物を調製し、水素–酸素燃料電池用電極触媒としての性能

を検討した。（B）水素と酸素を活性化できる新規 Rh 錯体（電子貯蔵触媒）を用いて、水中で単一

分子触媒による触媒的な過酸化水素の直接合成に成功した。（C）水素と二酸化炭素とヨードメタ

ンを活性化できる新規 Rh錯体（電子貯蔵触媒）を用いて、水中で酢酸を合成することに成功した。 

（２）＜水からのOH・ラジカルによるプラスチックガス化反応の低温化＞プラスチックをリン酸溶液

と混合しアノード分極を行い、200℃という低温で OH・ラジカル中間体を介して４電子反応で二酸

化炭素の生成を報告した。アノード触媒に使用される金ナノ粒子は、水素燃料のような小分子では

粒子サイズが小さいほど活性であるが、プラスチックのような巨大分子では逆に粒子サイズが大き

いほど活性が高く分極抵抗が小さいためである。 

 

 

§２．研究実施体制 

 

(1)小江グループ 

① 研究代表者：小江 誠司 （九州大学 大学院工学研究院 教授） 

② 研究項目 

・電子貯蔵触媒の設計・合成 

・電子貯蔵触媒の構造解析 

・電子貯蔵触媒の性能評価（フラスコ実験） 

・電子貯蔵触媒の性能評価（電気化学実験） 

 

（2）日比野グループ 

① 主たる共同研究者：日比野 高士 （名古屋大学 大学院環境学研究科 教授） 

② 研究項目 

・電子貯蔵触媒の電気化学的特性評価 

・OH・ラジカル生成による H2O 酸化反応の促進 

 

（3）金子グループ 

① 主たる共同研究者：金子 賢治 （九州大学 大学院工学研究院 教授） 

② 研究項目 

・走査型透過電子顕微鏡を用いた電子貯蔵触媒の構造・組成解析 
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